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こころの健康を通して、だれもが安心して暮らせる社会をつくります。
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作者・まろんさんのお話▶︎ 素敵な賞に選んでいただいて、ありがとうございます。まさか
選ばれるとは思っていなかったので、最初は冗談かと思いました（笑）。デイケアのみんなが
「すごーい！」と囲んでくれたときに喜びがこみ上げてきました。
　普段は撮った写真を時々インスタグラムに投稿するくらいですが、デイケアのスタッフの
方から勧められて応募しました。この作品は、桜の時期に、デイケアのプログラムで体育
館に移動してるときたまたま見つけた花びらの吹き寄せです。ハートの形が「かわいいな」と思っ
て撮りました。いつか撮ってみたいのは、雪の日の夜の銀山温泉やシマエナガです。

推薦者・坂本さんのお話▶︎ 私は、まろんさんが通うデイケアで作業療法士として働いて
います。まろんさんは、デイケアプログラムの一つ「写真散歩」に参加しているメンバーの
お1人です。写真撮影だけでなく、お気に入りの写真を見せあいながら会話を楽しむ時
間になっています。同じ写真でも、見る人によって印象が変わるのが写真の面白さだと思
います。「はあとのココロ」という題も、ほかのメンバーさんと「平仮名がいいかな、カタカ
ナがいいかな」と相談して決めていました。作品はデイケアの施設内に飾る予定で、その
日にはまたきっと皆さんの笑顔が見られるだろうなと楽しみです。

作者・のあさんのお話▶︎ 昨年に続いての受賞、大変光栄に思っております。2
年連続で受賞できるとは思っていなかったので、夢のような気持ちです。応募を
勧めてくださった訪問看護ステーションのスタッフさんに真っ先に報告をして、と
ても喜んでもらえたことが私にとって支えになりました。
　賞をいただいた作品は、神奈川県の江の島で毎年行われているキャンドルナイ
トのイベントで撮影したものです。あたたかいキャンドルの灯りのなかで、とてもや
さしい気持ちでシャッターを切っていたことを覚えています。この写真を見てくださっ
た誰かの心にやさしく灯火を紡いでいけるようにと、このタイトルをつけました。
　シャッターを切る瞬間で、時間を切り取ることができること、そしてそれが色褪
せない思い出になることが、私が写真を好きな理由です。私に一眼レフをプレゼ
ントしてくれた夫にも感謝しています。今後は、大切な方のやさしくて素敵な笑顔や、
日常に溶け込む自然体の姿の人物の撮影にも取り組んでいきたいと思っております。

作者／まろん さん 

推薦者／坂本泰樹 さん（千葉県・総合病院国保旭中央病院）

作者／のあ さん（秦野病院・訪問看護ステーションえみふる）

「はあとのココロ」

「紡ぐ灯火。」

受賞作を含めた応募作を
YouTubeの動画でご覧
いただけます。

FEATU
RE

審査概要

吉川隆博（一般社団法人日本精神科看
護協会会長）、工藤正志・中薗明子（同
副会長）、中庭良枝（同本部長）、西岡
由江（こころの健康推進委員会委員長）、
花田政之・比嘉将和（こころの健康推進
委員会委員）、彼岸華 （ 「わたしが見つけ
た！アート写真コンテスト」殿堂入り作者）

審 査 員
 （敬称略）

作品の募集は、本誌とチラシ、ホームペー
ジ、公式 SNSで実施。応募総数 90
点を対象に、2025年5月8日にオンラ
インにより審査会を開催いたしました。

ドリーム賞

（2025年撮影）

（2019年撮影）

受賞作発表受賞作発表

にっせいかんにっせいかん
フォトコンテストフォトコンテスト

精神障がいのある方々の日常を彩る写真表現の活動を応援し、その表現を支える看護
職の姿を伝える写真コンテスト。今年度も多くのご応募をいただきました。審査では、「ど
の作品にも力強い個性と物語がある」「見ていて惹き込まれる」といった声が寄せられま
した。選び抜かれた入賞作品6点を、受賞者へのインタビューとあわせてご紹介します。 
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度
年
度
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作者・Sato-Cさんのお話▶︎ 僕は生まれ育った小田原の地でずっと写真を
撮り続けています。特に「青」の表現が好きなので、自然と空や海の写真が
多くなります。背の高い建物が少ない小田原は空が広く、特に冬は空気が
澄んでキレイに撮れます。
　この写真は、12年前の年の暮れに、たしか自転車でコンビニに寄った帰
りに見た風景です。通っているライブバーで「写真撮ってよ」と言われたり、個
展で仲良くなる人がいたり、写真を通じて人との出会いも広がっているなと感
じます。このコンテストには初回から参加していますが、来年は人物写真を出
してみようかなと計画中です。ほかの応募者の作品を観るのも楽しみです。
Instagramでも写真を発表しているので、ぜひ観てもらえるとうれしいです。

推薦者・菅沼さんのお話▶︎ このたびは栄えある賞に選んでいただき、あり
がとうございます。作者のちるちるさんに代わり、コメントをさせていただきます。
　受賞作は、当院精神科デイケアの「フォト」という写真のプログラムにちる
ちるさんが参加した際に撮影したものです。敷地内の駐車場の水たまりのリ
フレクション（映り込み）を生かした作品で、独自の視点が光る素敵な作品
だと思います。「どこにある？」とやわらかく問いかける題も、ご本人によるも
のです。受賞を伝えて記念品をお渡ししたところ、とてもうれしそうな顔をし
ていました。
　私自身も趣味として写真に長く親しんでいますが、写真表現の魅力は「正
解がないこと」です。これからもちるちるさんを含めた皆さんとともに、写真を
通じたコミュニケーションを楽しんでいきたいと思います。

作者・小宮さんのお話▶︎ 写真に写っている手の主は、私のおばあちゃん
です。97歳の今も元気で働き者。私はあまり働き者ではないので（笑）、
とても尊敬しています。庭仕事を終えて縁側でひなたぼっこしていたおばあ
ちゃんの隣に座ってパチリ。自分でも「いい写真が撮れたな」と思っていた
のでけっこう自信はあったのですが、実際に受賞したという知らせを聞いた
ときはうれしかったです。記念品の盾を見せたら、おばあちゃんも「すごいね」
と喜んでいました。
　ちょっと落ち込んでいたころに、訪問看護師さんから勧めてもらって初め
て応募したフォトコンテスト。来年も連続受賞をねらってチャレンジしたいです。

作者／ Sato-C さん（神奈川県）

作者／ちるちるさん       推薦者／菅沼利幸 さん
（新潟県・医療法人白日会黒川病院精神科デイケア）

作者／小宮祐美 さん（神奈川県）

「冬の空」

「どこにある？」「働き者の手。おばあちゃん」

作者・高野さんのお話▶︎ 昨年の2月、河津桜の名所で知られる津久見
市の四浦半島まで母と出かけました。早咲きの桜を見ようと、高台のほうへ
と昇っていく途中、カーブミラーに映る展望台が視界に入り、思わずスマー
トフォンで撮りました。タイトルを「展望台から眺める」ではなく「展望台を眺
める」にしたのは、そんな偶然の面白さを表現したかったからです。
　普段は写真よりも絵を描くことのほうが多いのですが、絵も最初から構図
を決めるより、心が動くままに創作するのが好きです。訪問看護師さんから
聞いてたまたま応募してみたコンテストでしたが、受賞を聞いて、自分より
も母が大喜びしていました。これからも自分のペースで写真を楽しんでいき
たいです。

作者／高野健太 さん（大分県）

「展望台を眺める」
審査員特別賞（写しかたの魔術 de賞）

ユニーク賞

（2022年撮影）（2025年撮影）

（2013年撮影） （2024年撮影）

ストーリー賞

アイデア賞
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日精看版ラダーの
詳細はコチラから！
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　当センターの教育プログラムは「子どもの育ちを支え
る看護」を基本として、キャリアラダーと専門ラダー（小
児整形コース／児童・思春期精神看護コース）の２つの柱
で構成されています。
　キャリアラダーは日本看護協会のクリニカルラダーに
示された 4つの項目に「自己教育・研究能力」「組織
的役割遂行能力」を追加した項目になっており、専門ラ
ダーは小児整形外科や児童・思春期精神科の専門的
な能力に特化した内容を示しています。キャリアラダー
と専門ラダーの２つを使っていくことになりますので、
キャリアとしては何が求められているのか、児童・思春
期精神看護の実践ではどのような力が必要なのかがわ
かりやすくなっています。
　児童・思春期精神看護コースのラダーを整理するに
あたって、以前は「児童・思春期精神科病棟における
看護実践向上のためのコンピテンシーモデル」（研究代
表・船越明子）を使い児童・思春期精神科ラダーの評
価表を作成しましたが、発達や育ちの視点が中心とな
り精神面のアセスメントや精神科技術を学ぶ機会が必
要であると感じ、日精看版ラダーの要素も取り入れるこ
とにしました。到達目標と行動指標の部分はコンピテン
シーモデルの要素を使い、看護実践能力などの各項目
は日精看版ラダーの要素を使って整理しています。行動
指標に示されたことがどのような実践能力を意味するの
か、そのつながりが見える仕組みになっています。
　これらを整理していくときには、教育委員 4 名とアド
バイザー 1名の計 5名で集まり、意見交換をしながら 1
つ 1つの項目を吟味していきました。誰か一人が作成す
るスタイルより、全員でディスカッションをしながら進め
るほうが項目の理解が深まり、楽しく作業を進めること
ができました。
　児童・思春期の分野では、病院それぞれの環境が
異なるため、別の病院に就職したらこれまでの知識や

お話をしてくださった方

左　：坂谷政子さん（副看護師長、精神科認定看護師、公認心理師、
 児童精神専門ラダーアドバイザー）
中央：服部礼佳さん（医療安全管理室室長、教育看護師長）
右　：市場晶代さん（副看護師長、前教育委員）

病院DATA

組織の特徴に合った教育の仕組みを考える

技術がそのまま通用するわけではありません。学生時代
に学ぶ機会が十分ではない児童・思春期精神科看護は、
教育や心理、保育などの知識が必要であり、子どもに
応じた看護を展開するためには、包括的な視点と柔軟
な考え方が求められます。当センターの専門ラダーには、
これらの必要な能力が示されているので、ほかで経験が
ある人にも活用しやすいのではないかと考えています。

【所　在　地】三重県津市
【病　床　数】110床（児童精神科 80床
                               ／ 小児整形外科 30床）
【看護職員数】看護師  66名（６月時点）

三重県立子ども心身発達医療センター

　ラダーを活かしていくには OJTが欠かせません。
評価者としてはラダーの理解に加え、スタッフ個々の
能力や課題を把握して実践の場でいかにかかわるか
が大事だと感じていますし、それぞれのスタッフが主
体的に学び、実践できるような支援をしていきたいと
思っています。主体性を引き出すのは難しいですが、
スタッフに児童精神看護の楽しさや魅力を感じてもら
えるようになったらうれしいです。

OJTを大事にしていきたい

図　児童精神科ラダー１ 到達目標と評価表

１． 指導や教育のもとで、子どもとの関係性を発展させることができる。
２． 子どもたちとの関係性を踏まえ計画的に看護を実践することができる。

◆   援助の基盤づくり
   子どもへの生活支援や個別の関わりを通して楽しい   
   時間を共有し、関係性を発展させることができる。

◯ 普段の関わりの場面から、子どもの
ペースを尊重し、脅かさずに一緒に
過ごすことができる。

◯ 子どもの訴えを否定せずに聴き、子ど
もの体験を理解しながら、あるがまま
を受け入れることができる。

アンガーマネジメント1＊
看護過程＊
・プロセスレコード（1-②）
・アンガーマネジメントⅡ（1-②）

・ 児童精神科看護を学ぶ前に
   知っておいてほしいこと＊
   施設虐待＊
   看護倫理＊

◯ 看護職の倫理的行動について理解し、
子どもの権利を尊重した看護の必要
性を理解できる。

行動指標：
① 守秘義務を守り子どもと家族が安心し
て自由に話せるように配慮する
②子どもとの楽しい時間を作って共有する
③子どもの興味・関心を共有する
④子どもに遊びを教えてもらう
⑤子どもの興味・関心に応じた関わりを行う

⑥子どもの生活の支援をする

⑦1対1の関わりの時間を持つ
・
・
・

レベルⅠ OJT レベルⅠに必要な研修到達段階

到達目標

関係構築A1

A2 関係構築

【目標】
関係性を
構築する力

看
護
実
践
能
力

A

研修日精看版ラダー

児童・思春期精神科病棟における看護実践向上のためのコンピテンシーモデル
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事例研究と症例報告

　今回は、事例研究の特徴を「症例報告（実践報告・ケースレポー
ト）との違い」という視点からお話しします。
　みなさんは「事例研究」と「症例報告」、どこが違うと思います
か？　事例研究と症例報告は、どちらも看護実践を振り返り、分
析し、学習を深めるための方法ですが、焦点を当てる対象や目的
が異なります。
　症例報告は、特定の患者の疾患や治療経過を詳細に記述し、
新たな知見や臨床的な価値を提供することをめざします。一方、
事例研究は、特定の看護実践における出来事や状況を分析し、
看護師自身の思考や行動、そして看護の質向上につなげることを
目的とします。生成AIを使って簡単にまとめたのが、右の表です。
　事例研究は、特定の事例を詳細に分析し、そこから得られた
知見を、他の事例にも応用可能な形で一般化することを目的とす
る研究活動です。症例報告とは異なり、明確な研究テーマを設

木戸芳史（きど・よしふみ）
浜松医科大学医学部看護学科 教授
日本精神科看護協会 業務執行理事
（静岡県）

 24＃

学術集会論文の
提出に関する
情報はコチラから

訪問看護の情報はコチラから

ウォーミングアップ
看護研究 WARMING UP

地域から届けます！　精神科看護師のメッセージ　
いま、地域で働く精神科看護師が増えて
います。みなさん、どのようなことを大切
にしながら実践しているのでしょうか。

定し、関連する文献を検索・分析することによって先行研究や理
論的背景を把握する必要があります。

ス
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、社
員
の
コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、年
代
別
に
45
分

間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
不
眠

や
ス
ト
レ
ス
解
消
法
が
過
度
な
飲
酒
に
つ
な

が
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
飲
酒
運
転
の
危
険

性
を
話
の
入
り
口
に
し
な
が
ら
適
切
な
ス
ト

レ
ス
対
処
の
方
法
を
伝
え
た
り
、
ア
ン
ガ
ー

企業で働く人の心身の健康増進、予防に取り組む第 11 回

病院勤務をしながらでも、
地域の学校などを訪問し、
ストレス対処の方法を伝
えて予防や早期介入につ
なげてほしいです。

片山 砂織（かたやま・さおり）
株式会社ジェイテクトフルードパワーシステム 経営
管理部 総務安全環境室 安全環境グループ 産業
看護師、精神科認定看護師、公認心理師、飲酒
運転防止インストラクター（愛知県）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
セ
ミ
ナ
ー
も
行
い
ま
し
た
。

　

個
別
の
健
康
相
談
で
は
、「
自
分
が
ど
う

い
う
ス
ト
レ
ス
に
弱
い
か
」「
ど
う
い
う
こ
と

が
予
防
に
つ
な
が
る
か
」な
ど
自
ら
の
特
徴
や

思
考
・
行
動
パ
タ
ー
ン
に
気
づ
い
て
も
ら
う

こ
と
を
大
切
に
し
、
認
知
行
動
療
法
や
動
機

づ
け
面
接
の
手
法
を
活
か
し
な
が
ら
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

看
護
職
は
つ
い
問
題
解
決
型
に
な
っ
て
し

ま
う
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
会
社
員

と
し
て
同
じ
目
線
で
情
報
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
健
康
の
こ
と
に
つ

い
て
は
あ
の『
物
知
り
な
お
ば
ち
ゃ
ん
』に
聞

け
ば
い
い
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

　

以
前
、
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
リ
ワ
ー
ク

デ
イ
ケ
ア
を
担
当
し
て
い
た
と
き
、「
も
っ
と

早
く
対
応
で
き
て
い
れ
ば
」と
思
っ
た
こ
と
が

こ
の
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
未
病
の
方
の
予
防
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事例研究 症例報告特徴

目的

焦点

期待
される
成果

特定の事例を分析し、そこから
得られた知見を、他の事例にも
応用可能な一般的な法則やパ
ターンとして抽出すること。

看護師の思考過程、意思決定、
看護技術、患者とのかかわり。
個々の事例の背後にある、より
普遍的な要因やメカニズム。

分析結果から得られた知見を、
他の事例にも応用可能な形で
一般化する。

新しい知見の提示、看護実践
のヒントを共有する。

個々の事例の具体的な状況、
症状、診断、治療、看護およ
び経過。

稀な疾患、新しい治療法、新
しい看護実践、予期せぬ経過
など、臨床的に興味深い事例
を詳細に記録し、他の医療従
事者と共有すること。
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精
神
科
認
定
看
護
師
J
O
U
R
N
A
L

Certified Expert  Psychiatric Nurse

精神科認定看護師は全国のさまざまな施設で、質の高い看護実践に取り組んでいます。
その現場での実践内容を紹介します。
＊なお、倫理的配慮として個人が特定されないよう、事例には改変を加えています。

精神科認定看護師実践報告

認知症やせん妄のある患者さんへの
コンサルテーション

実
践
の
背
景

　

当
院
は
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
有
す

る
4
7
9
床
の
急
性
期
病
院
で
あ
り
、２４
時
間

3
6
5
日
、
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

精
神
科
の
病
床
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
精
神
疾
患

の
あ
る
患
者
さ
ん
や
身
体
疾
患
の
治
療
の
な
か

で
精
神
的
な
不
調
を
き
た
す
患
者
さ
ん
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
現
在
、
リ
ソ
ー
ス
ナ
ー
ス
室
に
所
属
し
て

お
り
、
精
神
科
認
定
看
護
師
と
し
て
の
活
動
は

相
談
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期
病
院

と
い
う
機
能
上
、
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
こ

と
が
最
優
先
で
す
。
そ
の
た
め
、
せ
ん
妄
や
認

知
症
の
中
核
症
状
、
B
P
S
D
が
出
現
す
る
と
、

病
棟
ス
タ
ッ
フ
は
対
応
に
難
渋
し
、
相
談
が
入

り
ま
す
。

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に

足
を
運
ん
で
看
護
実
践

　

A
さ
ん
は
易
怒
性
の
強
い
認
知
症
の
患
者
さ

ん
で
、
精
査
・
加
療
の
た
め
緊
急
入
院
と
な
り

ま
し
た
。
末
梢
か
ら
点
滴
は
1
本
で
し
た
が
、

絶
飲
食
で
２４
時
間
持
続
点
滴
が
必
要
で
あ
る
こ

と
や
転
倒
予
防
の
た
め
、
や
む
な
く
入
院
時
か

ら
体
幹
拘
束
を
し
て
い
ま
し
た
。
ル
ー
ト
は
目

に
入
ら
な
い
よ
う
包
帯
で
保
護
す
る
、
襟
元
か

ら
ル
ー
ト
を
出
す
、
日
中
は
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
見
守
る
、
な
ど
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
己

抜
去
が
頻
回
で
し
た
。
ま
た
、
三
方
活
栓
部
分

を
外
し
出
血
す
る
、
ル
ー
ト
を
引
き
ち
ぎ
る
、

ク
レ
ン
メ
を
触
っ
て
輸
液
速
度
を
変
え
て
し
ま
う

栗山 絵里（くりやま・えり）
医療法人徳洲会宇治徳洲会病院（京都府）
精神科認定看護師〈2022年登録〉

な
ど
の
行
為
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
り
、
数
日
後
か
ら
や

む
を
得
ず
両
上
肢
抑
制
と
両
手
ミ
ト
ン
の
使
用

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
病
棟
看
護
師
か
ら「
内
服
拒
否
で

困
っ
て
い
る
」と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
A

さ
ん
は
検
査
が
終
了
し
食
事
も
開
始
と
な
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
す
べ
て
に
お
い
て
拒
否
し
て
い

る
状
態
と
の
こ
と
。
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
行
く
と
、

以
前
ま
で
怒
っ
て
い
た
A
さ
ん
が
泣
い
て
い
ま
し

た
。
入
院
や
検
査
の
理
由
も
わ
か
ら
ず
、
身
体

拘
束
は
解
除
さ
れ
ず
、
す
べ
て
を
あ
き
ら
め
き
っ

た
様
子
で
し
た
。

　

ま
ず
私
は
、
Ａ
さ
ん
の
身
体
拘
束
を
解
除
し

て
車
い
す
に
移
乗
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
棟
内
散

歩
を
実
施
し
ま
し
た
。
外
の
景
色
を
見
た
A
さ

ん
は
、ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
も
Ａ
さ
ん
の
も
と
に
行
き
、
前
日
と
同

様
の
対
応
を
実
施
。
昼
食
の
た
め
ス
タ
ッ
フ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
と
、
病
棟

看
護
師
が
Ａ
さ
ん
に
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
A
さ
ん
の
心
情
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト

し
た
こ
と
、
拘
束
解
除
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
い
っ

た
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
日
以
降
、
身
体
拘
束
は
１
か
所
を
除
い

て
解
除
さ
れ
、
日
中
は
離
床
を
は
か
っ
て
く
れ

る
ス
タ
ッ
フ
も
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
・

内
服
の
拒
否
も
徐
々
に
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

忙
し
い
日
常
の
な
か
で

病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
ど
う
か
か
わ
る
か

　

当
院
は
三
次
救
急
病
院
の
た
め
病
棟
は
常
に

多
忙
を
き
わ
め
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
と

じ
っ
く
り
か
か
わ
る
時
間
が
な
か
な
か
も
て
ま

せ
ん
。
ま
た
、
病
棟
看
護
師
と
患
者
さ
ん
の
ケ

ア
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
時
間
も
な

か
な
か
と
れ
ず
、
相
談
に
対
す
る
返
答
は
カ
ル

テ
記
載
を
通
じ
て
行
う
こ
と
も
多
い
の
が
現
状

で
す
。
さ
ら
に
、
病
棟
に
所
属
し
て
い
な
い
私

の
提
案
は
、
と
も
す
る
と
圧
力
や
煩
わ
し
い
も

の
と
と
ら
え
ら
れ
、「
今
後
、
相
談
は
し
な
い
で

お
こ
う
」と
思
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
が
こ
ま
め
に
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
足
を

運
び
看
護
実
践
し
て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
、

隙
間
時
間
を
縫
っ
て
ス
タ
ッ
フ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

「精神科の病床がない当院でも、精神疾患をもつ患者さんが安心し
て入院生活を送ることができる環境をつくりたい」と思い、精神科
認定看護師をめざしました。

多職種カンファレンスの様子
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INFORMATION
精神科認定看護師制度

精神科認定看護師制度
ガイドブックや過去問題
集など情報満載

９月は第20回精神科認定看護師受講資格審査の出願期間

精神科認定看護師制度は今年度に改正し、精神科認定看護師教育課程が充実しました。
さらにオンデマンド配信やライブ配信を取り入れました。
2026年度の精神科認定看護師教育課程の受講生を募集します。
受講資格審査の出願要項や精神科認定看護師制度の詳しい情報は、日精看オンラインをご確認ください。

3. 出願資格について
2025/ 9 / 30時点で表 1（1）～（2）の要件を満たす者
出願資格についてご不明な点がございましたら、お電話でお問
い合わせください。

2. 募集人員
80名

表２　精神科看護実務に該当する勤務経験の例

●  精神科病院、精神科病棟、精神科外来における勤務
●  精神科以外の病院や施設での認知症患者やせん妄、うつ状態
　の患者に対する看護
●  精神障がい者や認知症患者に対する訪問看護
●  精神障害、知的障害、発達障害等の施設や事業所における勤務
●  精神保健福祉センター、保健所、教育機関、一般企業等に
　 おける精神保健に関する業務

表1　受講資格審査の出願要件

（1） 日本国の看護師の免許を有すること。

（2） 精神科認定看護師として必要な実務経験を積んでいること。
　　ここで必要な実務経験とは、看護師の資格取得後、通算5年
　　以上の看護実務に従事し、そのうち通算3年以上は精神科看
　　護実務に従事していること。

4. 出願手続き
（1）出願期間 2025/9/1（月）～2025/9/30（火）（必着） 
（2）出願書類 日精看オンラインにある出願要項を参照

5. 資格審査料
会員：22,000 円（税込）  非会員：44,000 円（税込）

6. 選抜方法
（1）選考方法　小論文、書類審査 
（2）審査日程　2025/11/6（木）
（3）試験会場　日本精神科看護協会　東京研修会場
　　　　　　　〒108-0075 
　　　　　　　東京都港区港南 2-12-33 品川キャナルビル 7F

アドミッションポリシー

① 基本的人権を尊重できる人
② やさしさ・温かさを有する人
③ 自分の意見を率直に伝えられる人
④ 他者の意見に耳を傾けられる人
⑤ 精神科看護の実践において熱意をもって取り組める人
⑥ 困難な課題であっても、諦めず他者と協力して取り組める人
⑦ 社会や組織の動向に関心をもちつづけられる人
⑧ 現場を超え、地域や社会の課題に疑問をもち考えられる人
⑨ 精神科医療・看護・福祉に関する基礎的知識を備えている人
⑩ 基本的な文章表現力が備わっている人

本教育課程では、アドミッションポリシーに示すような人を求め
ています。資格取得をめざす方は、ご自身を振り返りましょう。
施設内で資格取得をめざす方を選考するときの参考としてご活
用ください。

1. アドミッションポリシー

7. 審査結果
2025/12/5（金）、本人へ書面による通知。
合格者の受験番号をオンラインで公表。

出願に関する詳しい情報は、
日精看オンラインの
「精神科認定看護師制度」
にアクセス！ https://jpna.jp/

education/nintei

【お問い合わせ先】　

一般社団法人日本精神科看護協会  認定事業担当　
TEL：03-5796-7033

　
精神科認定看護師をめざす方のための

説明会を無料配信中！

精神科認定看護師をめざす方のための説明会を無料配信中！
マナブルからお申し込みください。これから資格取得をめざす
方におススメです。
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■■ 【本部】倫理教育講師養成研修会

研修会 PICK UP !

研修会
研修会の
申込方法は
コチラから

INFORMATION

　日精看では精神障がい者への適切なケアを行うための精神科
看護職の倫理教育推進事業を実施しています。
　事業のひとつである本部主催の「倫理教育講師養成研修会」
については、より多くの方に受講いただけるよう今年度は全国5
か所（北海道・福島・東京・大阪・福岡）で開催しています。全国
から多くの看護管理者や教育担当者、精神科認定看護師の方等
にご参加いただき、実践現場での倫理教育の充実と組織の体制
づくりが推進されていると感じます。
　今回は 5月に福岡で開催された研修会の様子と受講者の声を
お届けします！

　日精看が取り組んでいる倫理教育は、社会規範や道徳心
というとらえ方だけではなく、看護の専門技術として習得す
ることを目的としています。精神科看護の専門性を基軸にお
いた教育内容ですから、看護に従事する新人からベテラン
まで、すべての看護職に役立てていただけます。
　昨年度の倫理教育推進事業の研修会受講者は、全国で
1,600名を超えました。研修参加者からは「あらためて精神
科看護師としての自己効力感が高まった」という感想をたく
さんいただきました。
　今年度の「【本部】倫理教育講師養成研修会」は、残す
ところ東京・北海道のみとなりました。皆様にご参加いた
だけますと幸いです。

講師からのコメント

草地仁史（くさち・ひとし）
一般社団法人日本精神科看護協会 
業務執行理事（東京都）

北海道開催（10月29日）

申し込みは
コチラから！

東京開催（11月27日）

申し込みは
コチラから！

▲  

【本部】倫理教育講師養成研修会に、
　ぜひご参加ください！

アンケート調査ご協力へのお礼
　西日本方面の会員施設の皆様には、「実習指導者講習会」の兵庫県開催に関する
アンケート調査にご協力いたただきありがとうございました。理事会審議の結果、実
習指導者講習会の兵庫開催（西日本方面）については見送ることといたしました。

 　管理者になると、時間の都合からどうしても倫理カンファ
レンスに参加できないこともありました。今回の研修会では、
倫理や虐待のことをあらためて意識し、病棟のカンファレン
スへの参加や会議で倫理について取り上げられるよう、また
がんばろうと元気をもらえました。他施設の方とのグループ
ワークは、同じ悩みを共有し、臨床での「もやっと」が解消
できる有意義なものでした。

受講者の声

　精神障がい者の権利擁護をはかることが今回の改正精神
保健福祉法の目的であることをあらためて認識しました。通
報義務という言葉に過敏に反応し、業務従事者が誤った
認識をもたないように伝えていくことが大切であると感じまし
た。そして、精神障がい者の権利を守り、虐待を生じさせ
ない体制をつくること、虐待が「ある・ない」という議論だ
けで終わらないようにしていくことが大切であることを実感で
きました。
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第32回 日本精神科看護専門学術集会 in 福島

学術集会
INFORMATION

学術集会の
情報は
コチラから

【会場】ビッグパレットふくしま（郡山駅よりバス 15分）
【会期】2025年 11月1日（土）～ 2（日）

「あさイチ」「チコちゃんに
叱られる」「ミヤネ屋」ほか、
話題の番組に出演！

【事前申込期間】９月1日（月）正午～ 10月６日（月）正午
申し込みのご案内は学術集会専用ホームページをご覧ください。

学術講演
“私”が虐待加害者になるとき：心のメカニズムと予防法

　悪い人だけが虐待をするわけではない。愛にあふれた有能な
人も、虐待加害者になることはある。「私」もまた、例外ではない。
個人を責めて終わるのではなく、背景にある人の心理や組織の
あり方を考えよう。人間は環境の動物であり、組織や集団の力
は強いからだ。その力に個人が逆らうことは非常に難しい。そし
て人は、たとえ善人であっても、いつも自分を正当化する。虐待
防止のために、人間関係と心のメカニズムの理解から始めよう。

教育セミナー（精神科認定看護師の会）

精神科看護におけるハラスメントの予防と対応
 ～わたしたちができること～

　看護師は患者への接近や接触が多いことから暴力などの被害
にあいやすい傾向がありますが、このようなハラスメントを受けた
看護師は、身体的・精神的にダメージを受け、その後の業務に
支障をきたすことが報告されています。
　本企画では、3名の精神科認定看護師に取り組みについて報
告してもらい、ハラスメントの実態や予防、発生した際の対応に
ついて共有します。精神科看護師自身が安心して働き続けられる
工夫について一緒に考えてみませんか。

【講  師】

碓井真史（うすい・まふみ）
新潟青陵大学大学院臨床心理学研究科　教授

看護研究助成費の公募

　日精看は、精神科看護の学術の向上に資する
目的で研究助成費を交付しています。
　詳しくは、日精看オンライン「学術集会・研究」
のページに掲載している、研究助成費交付規程・
応募書類を確認してください。
 【公募期間】
2025/9 / 1（月）～10/ 31（金）
【応募資格】
研究代表者および分担者は応募時に会員（会費納
入済み）であること。
※発表時も会員（会費納入済み）である必要があります。
【採否通知】 

2026年 1月下旬ごろまでに通知予定。
【 応 募 先 】  
gakkai@jpna.or.jp
※研究助成費交付規程が一部改定されています。
ご確認のうえ、応募書類をメールでお送りください。

　福島のラーメンを語るうえで、郡山ブラックは欠かせない存在で
す。見た目は驚くほど黒く、「これは本当に飲んで大丈夫なのだろうか
……」と一瞬不安になりますが、ご安心ください。一口すすれば、濃
厚なコクと香ばしさが押し寄せ、箸が止まらなくなります。スープも気
づけば飲み干していて、自分でも驚くことになるでしょう。もちろん、
喜多方のあっさり醤油や白河の手打ち麺も素晴らしいのですが、郡
山ブラックには“クセになる魔力”があります。少し塩気が強めなのに、
不思議とまた食べたくなるのです。
　福島を訪れた際には、どうか郡山
ブラックという名の深淵に、一歩踏み
出してみてください。食後にはきっと、
「また来よう」とつぶやいている自分
に気づくはずです。現在、郡山市内に
30軒ほど提供している店がありますの
でお好みの味を開拓してみてください。

クセになる魔力！　郡山ブラック

ご 当 地 情 報

郡山ブラック

〈福島県支部　藤田雅道〉

第50回日本精神科看護学術集会を開催しました！
　2025/6/6（金）～7（土）、第50回日本精神科看護学術集会を兵庫県で開催しまし
た。参加者は1,260名でした。
　「精神科看護の未来を拓く」を学術集会主題とした今回の学会は、日本精神科看護
協会の吉川会長と精神科認定看護師の会の会長の後藤氏との対談形式での基調講演
から始まり、「未来の精神科看護を自由に発想する」シンポジウムで締めくくりました。
恒例となった第5回精神科看護CONGRESSでは、患者の権利擁護に加え、看護
師にとっての安全な職場環境について取り上げました。教育
認定委員会企画では来年の投稿から改定・実施される一
般演題「投稿規程・執筆要領」の解説、支部企画と特別企
画ザ・座談会では神戸で起きた虐待に関連したテーマを取
り上げました。150題の支部推薦論文発表をはじめとした、
数多くの演題発表も行われました。
　6日（金）の夜には、50周年記念交流会を「清交俱楽部～
SEIKO CLUB～」で開催しました。白鷺太鼓の音が会場
内に響き渡り、圧巻のパフォーマンスでした。
　来年の学術集会は静岡県浜松市で2026/6 /26（金）～
27（土）に開催します。ぜひお越しください！

八杉利美・兵庫県支部長（右）と
池田秀幸・事務局長（左）
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日精看本部よりF R O M  N I S S E I K A N

第 50回 定時総会報告

新たな役員体制が決まりました―理事の紹介

　第50回定時総会は、2025/6/21（土）品川
区立総合区民会館「きゅりあん」において開催
されました。136名中90名の代議員の方が会
場にお集まりいただき、41名が議決権を行使
しました。会費支払い方法についてのご質問
や支部事務局運営についてのご意見をいただき
ました。
　書面および総会議場における集計は、右記
のとおりとなりました。

第50回定時総会後の同日の臨時総会で役員（理事 17人、監事3人）が選出され、
新体制となりました。引き続き、よろしくお願いいたします。

代表理事・会長
吉川隆博（きっかわ・たかひろ）
東海大学医学部看護学科
（神奈川県）

神奈川県の東海大学に勤務しています。
これまでの臨床、教育、行政経験を活か
し、活動理念の実現へ向けてさらに貢献
していきたいと思います。

代表理事・副会長
内野隆幸（うちの・たかゆき）
医療法人緑心会福岡保養院
（福岡県）

6年ぶりに理事として選任していただきま
した。精神科看護の現場で培った経験
を活かし、皆様のご期待にこたえられる
よう尽力してまいります。

代表理事・副会長
中薗明子（なかぞの・めいこ）
公益財団法人慈愛会笹貫訪問
看護ステーション愛の街（鹿児島県）

精神科看護の魅力とやりがいを地域に発
信し、誰もが安心して暮らせる社会に貢
献したいと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

代表理事・副会長
西岡由江（にしおか・よしえ）
社会福祉法人ファミーユ高知 高知
ハビリテーリングセンター（高知県）

地域の精神科医療と福祉の現場で､ 実
践を重ねてきました｡ その視点を協会活
動に活かし､ 誰もが安心できる看護の環
境づくりをめざします｡

業務執行理事
金子亜矢子（かねこ・あやこ）
一般社団法人日本精神科
看護協会（東京都）

これまでを尊重しつつも、何を残し、ど
う新しくするかを考えながら、日精看の
活動がより充実し、会員のみなさんにとっ
て役立つものになるようがんばります。

業務執行理事
木戸芳史（きど・よしふみ）
浜松医科大学医学部看護
学科（静岡県）

「日精看の会員であること＝信頼のおける
専門職である証し」であり続けられるよう、
会員の皆様の成長をサポートしていきます。

業務執行理事
草地仁史（くさち・ひとし）
一般社団法人日本精神科
看護協会（東京都）

社会にとっていままで以上に精神科看護
職の力が必要な時代に突入しました。会
員の皆様とともに創造力豊かな看護活動
を推進していきたいと思います。

業務執行理事
中庭良枝（なかにわ・よしえ）
一般社団法人日本精神科
看護協会（東京都）

精神科看護職の活躍を社会へ発信し、
周知していけるよう情報発信に努めたいと
思います。また支部の声を聴き、ともに
活動を進めていけるようがんばります。

業務執行理事
花田政之（はなだ・まさゆき）
医療法人白日会黒川病院
（新潟県）

2期目の理事を拝命いたしました。たくさ
んの会員の皆様に魅力を感じていただけ
る協会であるよう、微力ですが、がんばっ
ていきたいと思います。

業務執行理事
比嘉将和（ひが・まさかず）
沖縄県立精和病院
（沖縄県）

看護の現場の意見をいただきながら、会
員の皆様とともに成長し、精神科看護の
専門性と素晴らしさを社会へ発信できる
ようがんばりたいと思います。

理事
明間正人（あけま・まさと）
医療法人昨雲会飯塚病院
（福島県）

福島県の明間です。主に教育認定委員
会と、東北を担当させていただきます。
11月の専門学術集会が行われる福島に、
ぜひいらしてください。

理事
春日良峰（かすが・よしたか）
医療法人仁和会埼玉江南
病院（埼玉県）

この度、理事を拝命いたしました。協会
理念の実現に向けて、会員の皆様のお力
になれるよう努めてまいります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

理事
小瀬古伸幸（こせこ・のぶゆき）
訪問看護ステーションみのり
（奈良県）

この度、精神科看護協会の理事を拝命
いたしました。現場の声を大切にして、
精神科看護の発展に寄与できるよう努め
ます。よろしくお願いします。

理事
佐々木幸枝（ささき・さちえ）
社会医療法人清和会西川
病院（島根県）

この度、理事に就任しました島根県支部
の佐々木です。精神科看護に携わる者と
して、看護の暗黙知を可視化できるよう
に活動したいと思います。

理事
竹居由香利（たけい・ゆかり）
社会医療法人加納岩日下部
記念病院（山梨県）

精神科看護に従事するみなさんが看護の
対象者の方 と々積み上げている専門職とし
ての成果を、これからも協会として示せる
ように努めたいと思います。

理事
平岡　聡（ひらおか・さとる）
医療法人清風会茨木病院
（大阪府）

この度、理事に就任しました大阪府支部
の平岡です。現場の意見をいただきなが
ら、活気ある協会活動の一助となれるよ
う尽力してまいります。

理事
増滿　誠（ますみつ・まこと）
日本赤十字北海道看護大学
（北海道）

「人はみな学ぶ旅人」という言葉がありま
す。2期目の理事として、会員の皆様の
学びの機会の創出と保障に一層邁進した
いと思います。

議案

第 1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

2024年度事業報告および決算報告

定款変更について

役員改選について

2026年度正会員会費の額について
※2025年度と同額

2025年度役員報酬上限額について
※2024年度と同額

0（０）

0（０）

0（０）

0（０）

２（０）

5

5

8

8

8

出席者の1/2

出席者の2/3

出席者の1/2

出席者の1/2

出席者の1/2

無効/
棄権

反対
（書面）

90（41）

賛成
（書面） 承認に必要な数

90（41）

85（41）

87（41）

87（41）

新

新新新

再

再 ＝再任 無印 ＝継続＝新任新
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2025年度  会長表彰、厚生労働大臣表彰

　第50回日本精神科看護学術集会において、6/6（金）、式典を開催
いたしました。
　5年に1度の厚生労働大臣表彰もあり、法人化50周年にふさわしく、
素晴らしい表彰式でした。たくさんの来賓、会場の方に見守られ、厚
生労働大臣表彰24名、功労者3名、優良会員17名が表彰を受けました。
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【功労者表彰】 
岩手県 高木　千鳥（医療法人財団正清会遠野はやちねホスピタル）
千葉県 清水　勝幸（医療法人学而会木村病院）
奈良県 大谷須美子（一般財団法人信貴山病院ハートランドしぎさん）

【優良会員】  
北海道 河南　康夫（医療法人社団立青会なるかわ病院）
埼玉県 浅見　幸子（一般社団法人楓会新狭山かえでクリニック）
神奈川県 荻野　智美（医療法人徳洲会横浜日野病院）
岐阜県 寺山　昭広（公益社団法人岐阜病院）
静岡県 曽根満寿代（一般社団法人日本精神科看護協会静岡県支部気付）
三重県 河村　　誠（一般社団法人日本精神科看護協会三重県支部）
兵庫県 熊本　紀之（医療法人水光会伊丹天神川病院）
鳥取県 宮脇　映子（社会医療法人仁厚会医療福祉センター倉吉病院）
島根県 佐々木幸枝（社会医療法人清和会西川病院）
岡山県 杉本　幸夫（医療法人社団井口会向陽台病院）
広島県 西村　直和（医療法人仁康会小泉病院）
山口県 山田　陽一（医療法人光の会重本病院）
愛媛県 村上　　彰（医療法人十全会十全ユリノキ病院）
福岡県 濱内　定秋（医療法人社団翠会行橋記念病院）
長崎県 原　　純一（医療法人光仁会光仁会病院）
熊本県 池田ゆき子（医療法人松生会松田病院）
沖縄県 那覇　　直（医療法人卯の会新垣病院）

【厚生労働大臣表彰】  
北海道 今井　廣重（医療法人社団倭会三恵病院）
青森県 杉田　　正（医療法人芙蓉会こころのケアセンターふよう）
秋田県 髙橋恵利子（特定医療法人荘和会菅原病院）
群馬県 工藤　　昭（医療法人大和会西毛病院）
埼玉県 佐藤　羊子（医療法人社団輔仁会大宮厚生病院）
千葉県 雨宮　英樹（医療法人明柳会恩田第二病院）
福井県 水江　敏栄（医療法人嶺南こころの病院）
山梨県 猪又加寿子（山梨県立病院機構山梨県立北病院訪問看護ステーション）
長野県 篠田　　守（社会医療法人栗山会飯田病院）
岐阜県 田宮直太郎（医療法人静風会大垣病院）
静岡県 竹田　博士（医療法人社団澤記念会神経科浜松病院）
三重県 福田　晶子（桑名医師会立桑名看護専門学校）
滋賀県 脇坂　直隆（社会福祉法人青祥会坂田メディケアセンター）
京都府 桐畑　宏子（一般財団法人療道協会西山病院）
大阪府 檜　　晋輔（社会医療法人北斗会さわ病院）
奈良県 林　　年美（公益財団法人天理よろづ相談所病院白川分院）
島根県 枡本　典子（社会医療法人正光会松ヶ丘病院）
岡山県 岡本美登里（一般財団法人河田病院）
山口県 楫野由美子（医療法人和同会片倉病院）
愛媛県 内田　　浩（一般財団法人創精会 訪問看護ステーションみさわ）
福岡県 高崎スズヨ（医療法人信和会大牟田保養院）
熊本県 後藤　郁美（医療法人仁木会 ニキハーティーホスピタル）
大分県 松本　貴之（医療法人とよみ会仲宗根病院）
沖縄県 渡慶次智子（読谷村地域活動支援センターみつ葉）

式典で表彰を受けた方々

訂正とお詫び
6月22日号p11 ｢賛助会員からのメッセージ｣にご寄稿いただいた

林孝之さんの読みがなに誤りがありました｡ 訂正してお詫び申し上げます｡
【誤】はやし・たかのり→ 【正】はやし・たかゆき
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中
薗　
大
分
県
支
部
は
、
2
0
2
4
年
度
に

会
員
数
を
1
6
9
名
か
ら
1
7
4
名
へ
と
増

や
し
、
伸
び
率
1
0
3
％
を
記
録
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
会
員
数
減
が
続
く
な
か
で
の
純
増

は
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

塔
尾　
特
別
な
施
策
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
私
た
ち
が
何
よ
り
大
切
に
し
て
い

る
の
は
、 〝
楽
し
く
参
加
で
き
る
場
〞を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
も
一
時
期
試
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
あ
え
て

「
対
面
型
」に
完
全
に
振
り
切
り
、
集
合
研
修

の
よ
さ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
直
接
集

ま
っ
て
、
他
施
設
の
方
と
話
し
た
り
笑
っ
た
り

す
る
時
間
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
原

動
力
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
藤　
特
に
人
気
な
の
が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ

ド
や
倫
理
研
修
会
な
ど
、
参
加
者
同
士
が
自

然
に
会
話
で
き
る
実
技
系
の
研
修
で
す
。
ま
た
、

年
4
〜
5
回
開
催
し
て
い
る
事
例
検
討
会
は
、

「
悩
み
を
共
有
で
き
る
」と
好
評
で
、
口
コ
ミ

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
研
修
後
に「
楽
し
か
っ
た
」

「
ま
た
来
た
い
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
が
一

番
の
喜
び
で
す
。

中
薗　
「
ま
た
来
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
、
会

員
の
定
着
や
増
加
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
ね
。

塔
尾　
事
例
検
討
会
を
き
っ
か
け
に「
幹
事
と

し
て
関
わ
っ
て
み
た
い
」と
申
し
出
て
く
れ
た
若

手
の
方
も
い
ま
し
た
。
私
た
ち
と
し
て
も
と
て

も
う
れ
し
い
出
来
事
で
し
た
。
会
員
数
の
増
加

は
、
こ
う
し
た 〝
参
加
し
た
く
な
る
空
気
〞の

積
み
重
ね
の
結
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
薗　
幹
事
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
印
象
的
で
す
。

塔
尾　
は
い
。
幹
事
同
士
の
信
頼
関
係
は
深

く
、
気
軽
に
冗
談
を
言
い
あ
え
る
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
空
気
は
、
研
修
の
場
で
も
自
然

と
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、「
な
ん
だ
か
楽
し
そ

う
」と
感
じ
て
く
れ
る
方
が
多
い
ん
で
す
。
か
し

こ
ま
り
す
ぎ
ず
、
ラ
フ
に
、
フ
ラ
ッ
ト
か
か
わ

る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
研
修
会
に
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
受
付
や
会
場
で「
気

楽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
」と
声
を
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
ポ
ツ
ン
と
な
ら
な
い

よ
う
に
幹
事
全
員
が
気
を
配
る
|
|
そ
れ
も
、

大
分
県
支
部
の
文
化
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
楽

し
く
な
け
れ
ば
支
部
じ
ゃ
な
い
」。
そ
れ
く
ら
い

の
気
持
ち
で
や
っ
て
い
ま
す
。

後
藤　
S
N
S
で
発
信
す
る
と
き
も
、
講
師
が

レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
様
子
よ
り
、
参
加
者
が
集
ま
っ

て
い
る
賑
わ
い
の
様
子
を
伝
え
る
ほ
う
が
反
応

が
い
い
印
象
で
す
。「
自
分
も
こ
の
輪
に
参
加
し

て
み
た
い
な
」と
感
じ
て
も
ら
え
る
空
気
づ
く
り

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

中
薗　
日
精
看
の
活
動
を 〝
堅
苦
し
く
な
い
も

の
〞と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
が
素
晴
ら
し

い
で
す
。
来
年
度
に
向
け
て
の
目
標
や
、
今
後

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

塔
尾　
ま
ず
は
、
今
年
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

「
来
年
も
行
こ
う
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
研
修

会
を
継
続
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
一
番
の
目
標
で

す
。
ま
た
、
研
修
会
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

や
交
流
会
の
よ
う
な 〝
非
研
修
型
の
つ
な
が
り

の
場
〞も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

後
藤　
集
合
型
研
修
会
に
振
り
切
っ
た
こ
と

で
生
ま
れ
る
課
題
と
し
て
、
会
場
か
ら
遠
方
の

参
加
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
研
修
会
を
希
望
す
る
施
設
に
講
師
を

派
遣
す
る
形
で
の
実
施
も
検
討
中
で
す
。
ま
ず

は
集
合
研
修
に
参
加
す
る
醍
醐
味
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
の
隔
た
り
を
超
え
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
薗　
大
学
と
の
連
携
も
大
分
県
支
部
の
強
み

と
感
じ
ま
す
。
現
役
の
大
学
教
員
で
あ
る
後
藤

さ
ん
が
支
部
に
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

後
藤　
私
は
大
学
教
員
と
し
て
学
生
を
実
習
に

送
り
出
す
立
場
で
も
あ
り
ま
す
が
、
日
精
看
と

つ
な
が
り
、
実
習
先
の
選
択
肢
も
広
が
り
ま
し

た
し
、
学
生
も
安
心
し
て
実
習
に
臨
め
る
よ
う

で
す
。「
精
神
科
っ
て
お
も
し
ろ
い
」と
思
っ
て

も
ら
え
る
入
り
口
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

塔
尾　
後
藤
先
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

講
師
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
質
の
高

い
研
修
会
の
実
現
の
た
め
に
日
々
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

対
応
で
も
大
学
で
の
実
践
が
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。教
育
現
場
と
支
部
が
相
互
に
メ
リ
ッ

ト
を
得
な
が
ら
連
携
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
当

支
部
な
ら
で
は
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

中
薗　
人
と
人
と
の
あ
た
た
か
な
関
係
性
が
、

支
部
を
支
え
、
未
来
の
会
員
育
成
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 大分県支部から学べる3つのポイント

楽しく学べる場づくり“を重視した集合研修の継続 

幹事同士の信頼と一体感が支えるアットホームな運営

将来的な会員育成にもつながる教育機関との相互連携
つのポイント
支部を盛り上げる

vol.3   大分県支部3
注目支部
に学ぶ！

   お話をうかがった人

大分県支部長　
塔尾浩次さん
（医療法人善慈会
大分丘の上病院）

大分県支部教育委員長　
後藤成人さん
（大分県立看護科学大学）

   聞き手

日精看副会長　
中薗明子さん
（公益財団法人慈愛会笹貫
訪問看護ステーション愛の街）

支部研修会の様子
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